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１）２級合格者が１級土木施工管理技術検定・学科試験を受験する場合は、上記実務経験年数、
又は２級合格後１年以上の専任の主任技術者経験を含む３年以上、もしくは２級合格後５年
以上の実務経験年数を必要とする。
２）１級土木施工管理技術検定試験については、上記実務経験年数のうち、１年以上の指導監
督的実務経験年数を必要とする。

~ 上記の実務経験年数については、当該種別の実務経験年数である。
ロ ２級土木施工管理技術検定・学科試験においては実務経験のない者で、以下の要件を満たす
場合、受験できるものとする。（ただし種別は土木に限られ、鋼構造物塗装、薬液注入には適用
しない。）
１）学校教育法による大学を卒業した者で在学中に施工技術検定規則第二条に定める学科を修
め卒業後１年以内の者又は試験日の属する年度の３月までに同条に定める学科を修めて卒業
する見込みの者
２）学校教育法による短期大学又は高等専門学校（旧専門学校令による専門学校を含む）を卒
業した者で在学中に施工技術検定規則第二条に定める学科を修め卒業後２年以内の者又は試
験日の属する年度の３月までに同条に定める学科を修めて卒業する見込みの者
３）学校教育法による高等学校又は中等教育学校を卒業した者で在学中に施工技術検定規則第
二条に定める学科を修め卒業後３年以内の者又は試験日の属する年度の３月までに同条に定
める学科を修めて卒業する見込みの者

] １級土木施工管理技術検定・実地試験を受験する場合は、次のイ、ロのいずれかに該当しなけ
ればならない。
イ 当年度の１級土木施工管理技術検定・学科試験の合格者
ロ 学科試験免除者
１）平成22年度１級土木施工管理技術検定・学科試験の合格者
２）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二次試験のうち技術部門を建設部門、上下水道
部門、農業部門（選択科目を農業土木とするものに限る）、森林部門（選択科目を森林土木
とするものに限る）、水産部門（選択科目を水産土木とするものに限る）又は総合技術監理
部門（選択科目を建設部門若しくは上下水道部門に係るもの、「農業土木」、「森林土木」又は
「水産土木」とするものに限る）に合格した者で１級土木施工管理技術検定・学科試験の受
験資格を有する者

^ ２級土木施工管理技術検定・実地試験（種別：土木・鋼構造物塗装・薬液注入）を受験する場
合は、次のイ、ロのいずれかに該当しなければならない。
イ 当年度の２級土木施工管理技術検定・学科試験の受験者（ただし\のロによる学科試験のみ
受験者を除く。）
ロ 学科試験免除者
１）平成22年度２級土木施工管理技術検定・学科試験の合格者
２）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二次試験のうち技術部門を建設部門、上下水道
部門、農業部門（選択科目を農業土木とするものに限る）、森林部門（選択科目を森林土木
とするものに限る）、水産部門（選択科目を水産土木とするものに限る）又は総合技術監理

部門（選択科目を建設部門若しくは上下水道部門に係るもの、「農業土木」、「森林土木」又は
「水産土木」とするものに限る）に合格した者で２級土木施工管理技術検定・学科試験の受
験資格を有する者
３）平成17年度までの土木施工技術者試験に合格した者であって平成23年度までに行われる２
級土木施工管理技術検定・実地試験を受験しようとする者で土木施工管理に関する所定の実
務経験を有する者
４）学校教育法による大学を卒業した者で在学中に施工技術検定規則（以下「規則」という）
第２条に定める学科を修め、かつ、卒業後１年以内に２級の技術検定の学科試験に合格（在
学中の合格も含む。以下同じ。）し、卒業した後４年以内に行われる連続する２回の技術検定・
実地試験を受験しようとする者で土木施工管理に関し１年以上の実務経験を有する者
５）学校教育法による短期大学又は高等専門学校を卒業した者で在学中に規則第２条に定める
学科を修め、かつ、卒業後２年以内に２級の技術検定の学科試験に合格し、卒業した後５年
以内に行われる連続する２回の技術検定・実地試験を受験しようとする者で土木施工管理に
関し２年以上の実務経験を有する者
６）学校教育法による高等学校又は中等教育学校を卒業した者で在学中に規則第２条に定める
学科を修め、かつ、卒業後３年以内に２級の技術検定の学科試験に合格し、卒業した後６年
以内に行われる連続する２回の２級技術検定・実地試験を受験しようとする者で土木施工管
理に関し３年以上の実務経験を有する者

２ 試験実施 国土交通大臣指定試験機関であるi全国建設研修センターで実施するものとする。
３ 試験日
１級学科試験 平成23年７月３日（日）
１級実地試験 平成23年10月２日（日）
２級学科・実地試験 平成23年10月23日（日）（学科試験と実地試験を同一日に行う）

４ 試験地
\ １級試験 札幌・釧路・青森・仙台・東京・新潟・名古屋・大阪・岡山・広島・高松・福岡・
那覇（※近郊都市も含む）

] ２級試験（種別：土木） 札幌・釧路・青森・仙台・秋田・東京・新潟・富山・静岡・名古屋・
大阪・松江・岡山・広島・高松・高知・福岡・鹿児島・那覇（※近郊都市も含む）
２級試験（種別：鋼構造物塗装・薬液注入） 札幌・東京・大阪・福岡（※近郊都市も含む）

５ 受検申込方法 簡易書留郵便による個人別申込みとし、締切日までの消印のあるものまで有効と
する。
６ 受検申込用紙等の販売（平成23年３月14日から開始）

\ 郵送請求の場合は、１部600円（送料別）を現金書留郵便にて、級別、必要部数及び土木試験
と明記のうえi全国建設研修センターに請求のこと。

] コールセンター並びにインターネットによる請求の場合は、i全国建設研修センターのホーム
ページにおいて詳細を参照のこと。

^ １部600円で、i全国建設研修センター及び全国の委託機関にて販売する。（全国の委託機関先
については、i全国建設研修センターに問い合わせのこと）

７ 申込受付期間
１級試験 平成23年４月１日（金）～４月15日（金）
２級試験 平成23年４月14日（木）～４月28日（木）

８ 受験手数料
１級学科試験 8¶200円
１級実地試験 8¶200円
２級学科・実地試験 8¶200円（学科試験又は実地試験のみを受験する場合 4¶100円）
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